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 要 旨   
背景/目的： 

Mediterranean diet(地中海食：Medi)の成分と Medi スコアについて、軽度認知機能障害

(MCI)スコアとの関連を研究する。 
方法： 
参加者(70-89 歳)に対し、臨床的に MCI と認知症の有無を評価し、また、128 項目の食物

頻度法アンケートに答えてもらった。 
結果： 
認知症でない 233 人のうちの 163 人は MCI であった。交絡因子の調整後、MCI のオッ

ズ比は野菜摂取量が多いと減少し、（0.66[ (95%信頼区間：0.44-0.99)、p=0.05]）、１+多価

不飽和脂肪酸／飽和脂肪酸 比が高値であっても減少した（0.52[(95%信頼区間：

0.33-0.81)、p=0.007]）。 
MeDi スコアが高いと MCI や痴呆の発症 risk は減少した 0.75[(95%信頼区間：0.46-1.21、
p=0.24）。 
結論： 
野菜、不飽和脂肪酸、MeDi スコア高得点は認知機能に有益であるかもしれない。 

 

 




